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方丈の南庭にある石庭は、作者や作庭年など謎に包まれていますが、私の強い関心はそ

れだけではありません。石と白砂と土による無機質な造形、そこに生まれる静謐な空間で

す。十五個の石が五群に分散された石組による図と白砂の地とから生まれる日本独自の間
ま

の造形についてです。 

ですが、この造形について論及する前に明らかにしなければならない重要な問題が介在

しています。私たちが見ている石庭は作庭当初と同じで変わっていないのか。変化せずに

今日まで在りつづけてきたのでしょうか。現存する文献と絵画資料などを再検討しますと、

そうではないようです。 

作庭年については、室町時代、桃山時代、江戸前期、寛政時代など諸説ありますが、石

庭自体は変化していない、というのが通説です。しかし大山平四郎氏は相国寺の禅僧子健

（一四八六～一五八一）作の借景説を唱えました。現在では築地塀の外の景観が高い木々

などによって遮断されていますから、私たちは作庭当初と異なった別の石庭を見ているこ

とになってしまいます。私も借景説に賛同しますが、大山氏と違います。石清水八幡宮を

祀る男山などの山々を借りた石庭が当初の作庭意図であった、というのが私の新説です。

ただし、その当初の石庭は、寛政二年頃に成った石庭を元に作り換えられているのです。

室内からだけでなく庭内も移動して観賞できる石庭でした。ところが、同九年二月に方丈

が焼失し石庭がダメージを受けたのでしょう、同十二年頃に作り換えられたのです。方丈

の室内から観賞する石庭として生まれ変わったのです。石を愛でる庭から間
ま

を楽しむ場に

変身しました。 

かつての借景としての石庭は、此岸の石達と姿が似ている彼岸の山々とが生み出す空間、

連鎖しつつ拡充する間
ま

が魅力でした。静謐で敬虔な間
ま

の世界、心と精神を解放してくれる

場としての石庭だったのです。 


